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本資料は、ソッカー部創部100周年の各事業及び関連する動
きについて説明するものです。各世代及び企業の代表幹事か
ら、説明および案内するために作成しました。
寄附に掛かる控除の扱い等、税務に関するものも含まれるた
め、以下の点に留意し、取扱には充分注意してください。

⚫ 本資料配布対象：各世代・各企業の取りまとめ役の方々
（一般の三田ソッカー倶楽部会員ではなく、その方々に
100周年各事業へのご協力を依頼する方々）

⚫ 一般会員には、本資料配付は原則行わない。必要な部分
を説明、お知らせする。やむを得ず配付する際は内容に
ついて丁寧に説明し、誤解が生じないように留意する。

⚫ 今後も適宜更新してきますので、本資料に関する問合せ
は、以下メールにてお願いします。

創部100周年事業委員会：
100event_keiosoccer1927@googlegroups.com

mailto:100event_keiosoccer1927@googlegroups.com


慶應義塾体育会ソッカー部100周年記念事業

慶應義塾体育会ソッカー部は、創部100年*を迎えます。

慶應義塾体育会ソッカー部は1927年4月に体育会の部認定を
受け、2027年に創部100周年を迎えます。第1回の関東大学リ
ーグ（当時の名称は東京大学コレッヂリーグ）参加大学として、
天皇杯最多優勝を誇るチームとして、そして唯一無二の「ソッ
カー部」として、サッカーだけでも結果だけでもない何かを目
指した日々が、遂に100年にまで積み重なりました。

長く平坦ではない道を歩んできた思いを未来に繋げていくた
め、この度の100周年に当たり、本資料で説明する各種事業を
実施する予定です。どうぞソッカー部の更なる発展にご協力と
ご支援を賜りたく、何卒よろしくお願い致します。

*1927年4月の慶應義塾体育会加入から100年



◆創部100周年記念スローガン

100年前、サッカーがまだ新しいスポーツだった時代。

お世辞にも上手とはいえない主将が、昼夜を問わず辞書を片手に、ドイツ語のサッカー本を8冊翻訳した。

5年後、経験なし、技術なし、コーチなしだったチームは、日本一となり、
翻訳された戦術論は、日本サッカーの発展の礎を築いた。

その次の主将は言った。チームをとにかく親しい仲間の存在にしたいと。
彼が作った部歌は、今日も歌われている。

自分たちで考えるから、強くなる。
チームを想うから、強くなる。
それが自分たちの戦術。

想いがあるから、ソッカーになる KEIO SOCCER



◆100周年記念ロゴ

100年にわたる部員・関係者全員の “想い” (結束力 / 学生スポーツ / 歴史)が繋がれていく様を、
インスピレーションとしました。

＜結束力＞ ：現役・卒業生・下部組織、世代を超えた結びつき
＜学生スポーツ＞ ：結果だけではない過程
＜歴史＞ ：100年の積み重ね

記念ロゴ＆スローガンを活用、皆さんそれぞれのソッカーへの想いを行動に、
積極的にコミュニケーションを行い、100周年を皆さんと盛大に祝いましょう。
リーグ戦、慶早戦＠国立、記念グッズ、記念式典など、参加機会を活用しましょう。



◆100周年記念エンブレム

長年継承されてきた荒鷲を、現代的なブランドデザインの考えに基づいて再構築しました。
背中の3本の羽は、＜100周年記念ロゴ＞同様、部員・関係者全員の “想い” (結束力 / 学生
スポーツ / 歴史)を表しています。

創部100周年記念ロゴ＆スローガン、記念エンブレムをリリース：
https://keio-soccer.com/posts/6533

https://keio-soccer.com/posts/6533
https://keio-soccer.com/posts/6533
https://keio-soccer.com/posts/6533


1. 記念事業は3つの事業と諸活動での展開
⚫ ご支援いただきたい事業は大きく３つあります。それぞれの支援の性格をよくご説明し、三田ソッカ

ー倶楽部の会員各位に納得頂いた上で支援を賜ることが肝要です。

⚫ 皆さん寄附と聞けば「またか」というのが第一印象です。五月雨に事業を紹介すると「この上またか」

となる可能性があります。まず全体像を示すよう心掛けてください。

2. 押しつけてはいけない

⚫ 言うでもありませんが、寄付は個々人の判断に基づくご厚志であります。「強制したと受け取られ

た」ということもないよう留意してください。

3. 資金の用途及び控除・経費取扱
⚫ 各事業の資金の目的、控除や経費の取扱、どの主体のどの勘定に入るのかなどは、昨今気にされる

方も多いと思われるため、説明が出来るように

4. 連絡のバッティング
⚫ 100周年事業中でも早慶戦チケット購入なども平行してお願いします。

⚫ わかりやすい例でいえば、早慶戦ご支援の翌日に別の担当者から100周年支援の連絡が入る、とい

ったことの無いよう、注意と確認をお願いします。

気を付けなければいけないこと

一番大切なのは、100周年を機にソッカー部関係者の絆を深めることです。
お金は貰ったが心は離れたとならないことに留意してください。



創部100周年で取組む事業

① 合宿所改修（100周年募金活動で資金確保）

② 記念式典及びレセプション（2027年1月16日）

③ 記念誌の作成

この他、通常の諸活動も１００周年を全面に押し出して展開
⚫ 応援グッズ（レプリカユニ等）の販売
⚫ 早慶戦＠国立
⚫ 各種広報活動など



①合宿所改修

● 現合宿所は75周年時（2002年）に建設

➢ 2027年時には築25年を迎え、リフォームの必要性

➢ この間に男子部の部員数2倍（2002年71名→2025年145名）、女子チーム創設（2006年～）、
日吉で年10試合以上の公式戦開催など、25年間の変化に対応し切れていない

➢ リフォームに加えて増築の必要性

● 旧合宿所も含めて卒業生の支援で建設
➢ 現合宿所も1969年完成の旧合宿所も、100%ソッカー部卒業生の支援で建設（次頁）

➢ 旧合宿所の建材はOBが所有する山林を切り開いて運び込んだもの

➢ 学生時に自由に使わせてもらった分、今度は我々が支援する番

● 募金目標金額＝改修に必要な資金：5,000万円

➢ 増築：部員数の増加に対応し、ミーティング・トレーニングスペースを拡充します
➢ 協生：増築スペースは独立（区別）した利用できる用に動線を確保します
➢ 改修：水回りと老朽化した施設をリノベーションします

➢ 慶應義塾への寄付として扱うために、所得税控除の対象となります



我々が合宿所を使えていたのは、
誰かが支えてくれていたからでした

● 旧合宿所/1969年建設
✓ 工事費用6,548,000円は全額三田ソッカー倶楽部浄財

✓ 使用されたセメントは田中昌司さん、木材は平野富士雄・静雄・孝雄

さんからそれぞれ寄贈（木材はご所有の山林から切り出されたもの）

✓ 隣接の「筋トレ小屋」は、建設中の作業員休憩所を撤去せずに活用

● 現合宿所（クラブハウス）/2002年建築
✓ ソッカー部75周年事業の一環として建設

✓ 工事費用円は全額三田ソッカー倶楽部浄財

● 創部100周年記念事業募金で2027年度完成を目指します

今度は我々が支える番です
ご協力よろしくお願い致します



旧合宿所の写真



現合宿所（クラブハウス）

増改築後の合宿所（イメージ）

注:この頁の
写真は設計
担当CUP社
(塾高ソッ
カー部OB)

作成の資料
を流用



②式典及びレセプション

● 2027年1月16日（土曜日）14時受付

● 記念式典 15:00〜16:30

○ 場所：日吉藤原洋記念ホール

○ 会費：無料

○ 定員：約550人

○ ソッカー部100年歴史探訪

○ 野々村Jリーグチェアマン対談

● レセプション 17:00〜18:30

○ 場所：日吉グリーン食堂2F

○ 会費：1万円/人（予定）

○ 定員：約650人

○ 立食形式

○ 現役部員応援・OB OG交流



②式典及びレセプション（ご協力のお願い）

● ぜひ式典・レセプションに同期の皆様とご参加ください
○ 塾長や体育会関係主要執行部もご参加の予定
○ 100周年記念誌で新たに判明したソッカー部の歴史
○ 野々村Jリーグチェアマンの対談（ゲスト検討中）
○ 式典記念品を進呈予定

など内容も鋭意準備中
100年に一度の機会をお見逃しなく

● 会場で歴代ユニフォーム等を展示予定
○ お手元にユニフォーム、ジャージ、
ソッカー部ウェアをお持ちでしたら
ぜひ展示用に貸与ください

○ 連絡先：
100event_keiosoccer1927@googlegroups.com

mailto:100event_keiosoccer1927@googlegroups.com


③記念誌（広告）

● 100年誌は2分冊の予定

➢ ソッカー部100年史（2027年3月発行予定）

➢ 寄稿文集（2027年度中発行予定）

● いずれも広告を募集
➢ 法人向けは正史はカラー30万円/頁、白黒15万円/頁、寄稿文は白黒の

み12万/頁の予定

➢ また、同期広告として寄稿文集の1/3頁のスペースを5万円で募集予定

➢ 法人の場合広告宣伝費として計上可能（業種による違いあり）

➢ 50年後も読んでもらえる内容です（右写真）

● 使い途

➢ 印刷費・編集費・取材費等に充て、余剰が出た場合は三田ソッカー倶

楽部の一般会計を経て〇〇に使います

50年史と当時の広告
（永谷園様）



③記念誌（ご協力のお願い）

● 記念誌作成にあたり、皆様には寄稿をはじめとした各種

ご協力をお願いする予定です

● 詳しくは別途ご連絡致しますが、少なくとも2027年末発

行予定のソッカー部史『各代からの報告』に1500字～

1700字+写真1～2枚の寄稿を、各代へお願いする予定です

● その他、とっておきのエピソード、写真、グッズなどの

ご提供や、各代の戦績についてもご協力を賜りたく詳細

検討中です。何卒よろしくお願い致します



特別事業以外での100周年への参加・支援

● ここまで3つの特別事業をご紹介しましたが、ソッカー部100周年へ

の参加方法はこれらを通してしかない、というわけではありません

● 「公式戦観戦回数を増やす」「今年は久しぶりに早慶戦を観に行
く」「OBOG主催の土曜日フットサルに顔を出してみる」「〇年ぶ

りに同期会を開いてみる」等、何でも構いません

● 「何しろ100周年だし、ちょっと〇〇をやってみようか」といった動

機で構いません。100年に1度の機会に居合わせたことを慶び、共に

ソッカー部100周年を大いに祝い、楽しみましょう

● また、次頁からはその例として、「レプリカユニ」 「早慶戦」

「グッズ販売」についてご紹介いたします。これらについては学生

達や現場スタッフも、ソッカー部100周年を盛り上げるべく主体的に

動いているところです



レプリカユニ

● 100年目にして初の試み

➢ 中町・黄両監督によるデザイン（新旧エンブレム入り）

➢ 慶應義塾体育会として初のスポンサー

➢ 下田グランドはもちろん、早慶戦、あるいは画面の前で、これを

着て熱く応援していただきたい！

● 1着2万円

➢ 売上はソッカー部の会計に入り、収益は合宿所の増改築や現場の

強化に用いる予定

● 販売目標枚数500着

➢ 保護者や一般への販売も行う予定



早慶戦

【開催概要】

名称：

第77回早慶サッカー定期戦-2026早慶クラシコ-(仮)

開催日時：2026年8月11日(火・祝) 18:00キックオフ

会場：MUFGスタジアム(国立競技場)

主催：第77回早慶サッカー定期戦委員会

実施運営：

早稲田大学ア式蹴球部・慶應義塾体育会ソッカー部

対戦：

早稲田大学ア式蹴球部 対慶應義塾体育会ソッカー部

後援：株式会社朝日新聞社



現役が考える創部100周年を記念して行う
今大会のコンセプト

早慶戦は「憧れ」によって
受け継がれてきた文化である

早慶戦は、結果や勝敗以上に、想いが語り継が
れることで価値を高めてきた「文化」であると
私たちは捉えています。
現役部員の多くが、OBの方々の早慶戦の姿に
「憧れ」を抱き、入部を決意してきました。
すなわち、早慶戦の価値の一つは、人の心を動
かし、新たな「憧れ」を生み出す力であると考
えています。

早慶戦における
「体験価値の向上」

私たちは、「憧れ」を循環させていくためには、
早慶戦における体験価値そのものを高めること
が不可欠であると考えています。
試合前の高揚感、会場の一体感、応援の熱量、
そして試合後に心に残る記憶、これらすべてが
重なり合って、「また観たい」「あの舞台に立
ちたい」という憧れを生み出します。
だからこそ私たちは、早慶戦を「観る試合」か
ら、心に刻まれる体験へと昇華させる必要があ
ると考えました。

是非、国立にお越し頂き、現役を応援ください



OB/OG/保護者の皆様へのご依頼【チケット購入】

ご依頼内容
「自由席(一般・OB)」と「子供未来応援シート購入」を併せて10枚

◎自由席（一般・OB）
OB席は、国立競技場のメインスタン
ドに設置予定です。
例年と同様、Googleフォームにてお
申し込みを受け付けます。

◎子供未来応援シート
本シートは寄付型チケットです。
皆様にご購入いただいた座席を、小
中学生の招待席として活用いたしま
す。
当日は、川崎市・横浜市を中心とし
た小中学生をご招待する予定です。
「憧れの創出」という今大会のコン
セプトのもと、特に注力している企
画の一つです。

◎座種
・ S席（慶應）
・ S席（早稲田）
・自由席（一般・OB/高校生/

・大学生/中学生）：2,000円/1,000円
/500円
・自由席（団体席：体育会/サーク
ル）：
・自由席（団体or複数人）
・車椅子席
・子供未来応援シート：2,000円
・保護者席



体験価値向上のための施策

体験価値を高めるためには、従来の枠組み
を越え、ピッチ内外を含めたさまざまな施
策が必要になります。

・会場全体で早慶戦の物語性を感じられる
演出
・応援の一体感を高めるための仕掛け
・100周年という節目にふさわしい特別な体
験設計
・初めて訪れる中高生にも記憶に残る導線
づくり

これらはすべて、「憧れ」を生み出すため
の「体験の設計」です。

クラウドファンディングの目的と意義

左記に記述した施策の設計において、最も大き
な障壁は金銭面だというふうに考えています。
具体的には以下の試算をしております。

・来場者プレゼント （約500万円）
・HTドローンショー （約500万円）
・駅ジャック広告 （約300〜500万円）

上記の施策は検討段階の一部です。しかし、こ
の施策によって早慶戦の体験価値は何倍も向上
し、誰もが「憧れる」大会にすることができる
と確信しております。その上で、クラウドファ
ンディングを行い、皆様にご協力を仰ぎたいと
考えております。

応援頂く皆様へのご依頼【クラウドファンディング】
ご依頼内容

クラウドファンディングへの寄付
ーーー

目標金額：300万円
開催期間(予定)：6/15(月)-8/11(火・祝)

プロジェクトプラットフォーム：READYFOR株式会社



グッズ販売

● 関東リーグ戦ホーム試合で100周年記念応援グッズを販売予定

● 販売グッズは以下
○ マフラータオル

■ 1枚：2,000円

■ 2色セット：3,500円

○ トートバック

■ Mサイズ：1,500円

■ Wサイズ：1,500円

■ 2種サイズ1セット：2,500円

マフラータオル トートバック



主な活動スケジュール

● 2月～創部100周年募金のお願い
● 4～6月リーグ戦、日吉G開幕戦11,12日：応援グッズ販売
● 4月以降、レプリカユニ適宜納品
● 6月合宿所リノベーション基本計画の提示、11日MSC総会
● 8月上旬～MSC会員向けに記念式典参加申込み開始
● 8月11日慶早戦＠国立
● 9月～総理大臣杯、下旬～リーグ戦再開
● 9～10月蹴球祭 一貫教育校との盛上り
● 12月蹴納め
● 1月16日記念式典＆レセプション
● 2月納会
● ～2027年3月記念誌の発行
● 2027年4月リーグ戦
● 2028年3月合宿所リノベーション完成
※2026～2027年度を、創部100周年活動の期間とします。



それぞれのアプローチにおける
特徴や留意点、各事業の比較など
（背景理解と説明の参考として）



各事業の特徴（お願いする際のアプローチ）

1. 合宿所改修：100周年の基幹事業として

⚫ OBOGに広くお願いしたい
⚫ 「皆さんが合宿所を使い倒した4年間の恩返し」
⚫ 寄附金控除の適用が可能。所得税が、各人の税率に応じて減免。

2. 記念誌：まさに記念として

⚫ 法人の場合、全額経費参入可能
⚫ 同期広告は比較的少ない金額で100周年に参加可能
⚫ 長く、形として残せる（50年史は現在も読まれている）

3. 記念式典＆レセプション：100周年を体感・共有したい方

⚫ 記念式典にはお世話になった来賓の方々もご出席予定
⚫ 式典参加の記憶を、参列した皆さんと、後々まで共有出来る

4. その他諸活動：監督/学生と共にソッカー部を熱く応援していただきたい

⚫ レプリカユニは現場主導（デザインは中町・黄両監督）
⚫ 慶早戦チケット、各種グッズについても学生達は熱量高く、100周
年に主体的に取り組んでくれている



注意点

バッティング
➢ 既述した100周年各種事業の他に、経年の早慶戦などもあるため、法人/個人併せて依
頼には注意が必要

➢ また自分の担当事業だけでなく、100周年全体について説明し、全メニューの中でど
こに協力/支援するかを決めていただく必要

➢ 「はじめからちゃんと説明を受けていれば○○ではなく××に支援したかった」という
ことのないように

寄附控除/経費参入の説明

➢ 各種事業の内、合宿所は寄附控除（所得税分の控除）、記念誌広告は広告宣伝費とし
ての経費参入（全額損金扱い）が出来るはず

➢ ただし税金に関わることのため断言は出来ない。特に広告費は業種によっては認めら
れない可能性もあるため税理士への確認要

収益の説明
➢ 費用を何に使うのか、余剰が出た場合には何に使うのか



発行時期 カラー1P 白黒1P 白黒半P
白黒3/1P

（同期広告）

ソッカー部史 2026年度末 30万円 15万円 7.5万円 募集無し

寄稿文集 2027年度中 対象無し 12万円 6万円 5万円

記念誌広告料案

各事業・活動の比較

事業名 活動開始
支援
方法

金額（案） 入金先 控除や経費の扱い 使途

1

合宿所改修

竣工予定
2028/3

募金活動
2026/2～

特定法人
への指定
寄付

個人/団体：1口1万円
法人：1口10万円
※複数口推奨

合宿所は大学施設であり、
学校法人慶應義塾への寄
附となる。三田ソッカー倶
楽部の100周年寄付専用
口座で取り纏め、慶應義塾
の指定口座に送金

寄付金控除の対象
（学校法人への寄附とし
て最大４割程度の還元）

全額合宿所の改修資金に使われ
るが、余剰が出た場合は、慶應義
塾のソッカー部専用資金に残り、
将来的な設備改修等に充当

2レプリカユニ 2025/12～
物品
購入

1枚2万円 ソッカー部口座 控除対象にはならない
現役活動の強化・支援に資する
費用に充当

3記念グッズ 2026/4～ 物品購入
応援タオル2500円
トートバック1500円
など

ソッカー部口座 控除対象にはならない
現役活動の強化・支援に資する
費用に充当

4記念誌 2026/5～
広告
掲載

下表参照 三田ソッカー倶楽部口座
広告費に当たるため、法
人の場合は経費算入が
可能

扱いは三田ソッカー倶楽部一般
会計だが、概念としては記念誌
発行の経費に充当

5
早慶戦
2026/8/11

2026/4～
チケット
購入

2000円～
※10枚以上購入希望

早慶戦実行委員会の口座
余剰金は早慶各部に分配
金として扱う

控除対象にはならない
早慶戦（国立競技場での開催）の
施設利用及び運営費用に充当

6

早慶戦クラウ
ドファンディン
グ

2026/6～

特定法人
への指定
寄付

1万円～

学校法人慶應義塾の指定
口座
※募金活動委託の為、寄付
金額の25％は手数料

寄付金控除の対象
（学校法人への寄附とし
て最大４割程度の還元）

早慶戦の「体験価値の向上」に資
する活動に充当

7
記念式典/
レセプション

2027/1/16 参加
式典：無料
レセプション:1万円/
人

三田ソッカー倶楽部口座 控除対象にはならない
記念式典・レセプション開催経費
に充当



慶應義塾体育会ソッカー部100周年記念事業
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